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連
合（
古
賀
伸
明
会
長
、約
六
八
〇
万
人
）

は
一
日
、
都
内
で
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

二
〇
一
二
春
季
生
活
闘
争
方
針
を
決
め
た
。

昨
年
に
続
き
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
処
遇
改

善
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
し
、
す

べ
て
の
労
働
組
合
が
一
％
を
目
安
に
賃
金
を

含
め
適
正
な
配
分
を
経
営
側
に
求
め
て
い
く

と
し
た
。
一
方
、
連
合
に
加
盟
す
る
金
属
も

の
づ
く
り
関
連
の
五
つ
の
産
業
別
労
働
組
合

で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
、
西

原
浩
一
郎
議
長
、
約
二
〇
二
万
人
）
も
二
日
、

都
内
で
協
議
委
員
会
を
開
き
、
二
〇
一
二
闘

争
方
針
を
確
認
し
た
。「
す
べ
て
の
組
合
で

賃
金
構
造
維
持
分
を
確
保
し
、
賃
金
水
準
を

維
持
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
適
正
な
成
果

配
分
や
産
業
間
・
産
業
内
の
賃
金
格
差
の
解

消
を
め
ざ
す
組
合
は
「
積
極
的
に
賃
金
改
善

に
取
り
組
む
」
構
え
だ
。

連
合 

マ
ク
ロ
の
視
点
で
配
分
の
要
求
を

　

中
央
委
員
会
の
冒
頭
、
古
賀
会
長
は
二
〇

一
二
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生
を
め
ざ
す
な
か
で

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
を
実

現
す
る
こ
と
を
念
頭
に
『
す
べ
て
の
働
く
者

の
処
遇
改
善
』
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
。
そ

の
た
め
に
は
、「
長
期
に
わ
た
っ
て
低
下
し
て

き
た
賃
金
水
準
の
復
元
、
底
上
げ
、
格
差
是

正
を
求
め
る
基
本
姿
勢
を
継
続
し
て
い
く
」

必
要
が
あ
る
と
し
て
、「
日
本
経
済
を
縮
小
均

衡
か
ら
脱
皮
さ
せ
、
内
需
を
拡
大
し
持
続
可

能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、
マ
ク
ロ
的
な

観
点
か
ら
働
く
者
へ
の
配
分
を
求
め
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
ま
ず
、
私
た
ち
が
正
社
員

グ
ル
ー
プ
や
個
別
企
業
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー

の
枠
を
超
え
、
マ
ク
ロ
の
視
点
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
つ
つ
、
内
部
留
保
の

積
み
増
し
や
非
正
規
労
働
者
へ
の
雇
用
の
置

き
換
え
、
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
、
福
利
厚

生
の
削
減
と
人
件
費
の
変
動
費
化
の
さ
ら
な

る
深
掘
り
な
ど
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
視
点
で
の

経
営
に
労
組
が
同
調
し
て
い
く
と
、「
経
済
は

縮
小
し
、
国
内
的
に
も
デ
フ
レ
の
罠
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」と
強
調
。グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
超
円
高
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境

の
な
か
で
、
リ
ス
ク
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢

を
強
め
る
経
営
側
に
与
す
る
こ
と
な
く
、
幅

広
い
視
点
に
立
っ
た
闘
争
を
展
開
す
る
よ
う

訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
に
比
べ
て
四
％
低

下
し
て
い
る
一
般
労
働
者
の
賃
金
水
準
を
復

元
す
る
に
は
、「
六
八
〇
万
人
連
合
の
力
を
結

集
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

主
張
。「
現
在
の
組
合
員
の
処
遇
改
善
だ
け

で
な
く
、
い
ま
は
仲
間
に
な
れ
て
い
な
い
働

く
人
た
ち
に
も
、
さ
ら
に
未
来
の
仲
間
た
ち

の
た
め
に
も
、
働
く
現
場
の
隅
々
に
波
及
す

る
成
果
を
獲
得
し
て
労
働
運
動
の
社
会
的
役

割
を
発
揮
す
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
た
い
」

と
締
め
く
く
り
、
未
加
盟
・
未
組
織
労
働
者

も
見
据
え
た
取
り
組
み
の
実
施
を
構
成
組
織

に
改
め
て
促
し
た
。

カ
ー
ブ
維
持
だ
け
で
な
く
、
制
度
の

確
立
・
整
備
も

　

方
針
は
、
賃
上
げ
要
求
に
つ
い
て
「
格
差

是
正
、
底
上
げ
・
底
支
え
の
観
点
か
ら
、
す

べ
て
の
労
働
者
を
視
野
に
入
れ
、
す
べ
て
の

構
成
組
織
、
企
業
別
組
合
が
お
か
れ
た
状
況

の
も
と
で
、
適
正
な
成
果
配
分
を
追
求
す
る

闘
争
を
展
開
」
す
る
と
し
、
昨
年
と
同
様
に

「
マ
ク
ロ
的
観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
労
働
組

合
が
一
％
を
目
安
に
賃
金
を
含
め
、
適
正
な

配
分
を
求
め
て
い
く
」
と
の
文
言
を
掲
げ
た
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
組
合
が
共
闘
し
て
取

り
組
む
課
題
で
あ
る
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
は
、

昨
年
よ
り
強
化
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
今

回
の
ミ
ニ
マ
ム
運
動
課
題
は
、
①
賃
金
制
度

の
確
立
・
整
備
と
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
明

示
・
確
保
②
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
す
べ

て
の
労
働
者
を
対
象
と
し
た
処
遇
改
善
③
企

業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結
拡
大
と
水
準
の

引
き
上
げ
④
産
業
実
態
を
踏
ま
え
た
総
実
労

働
時
間
の
短
縮
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の
割

増
率
の
引
き
上
げ
―
―
の
四
本
。
基
本
的
な

内
容
は
昨
年
と
変
わ
ら
な
い
が
、
今
年
は
①

に
つ
い
て
、「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保
」

の
ほ
か
に
「
賃
金
制
度
の
確
立
・
整
備
」
や

カ
ー
ブ
維
持
分
の
「
明
示
」
の
文
言
も
挿
入
。

賃
金
カ
ー
ブ
維
持
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
制
度
の
確
立
・
整
備
に
確
実
に
結
び
つ

け
て
い
く
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
賃
上
げ
の
取
り
組
み
で
は
、
厚

生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
み
た
一

般
労
働
者
の
二
〇
一
〇
年
の
賃
金
水
準
が
一

九
九
七
年
に
比
べ
て
四
％
低
下
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
賃
金
水
準
の
「
中
期
的
な
復
元
・

格
差
是
正
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
徹
底
。

す
べ
て
の
労
働
者
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
労
働

条
件
を
点
検
し
、
体
系
の
歪
み
を
是
正
す
る

と
と
も
に
、
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
賃
金
制
度
が
未
整
備
な
組

合
は
、
構
成
組
織
の
指
導
の
も
と
、
制
度
確

立
・
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

連
合
が
示
す
一
歳
・
一
年
間
差
の
社
会
的
水

準
で
あ
る
五
〇
〇
〇
円
を
目
安
に
賃
金
水
準

の
維
持
を
図
る
。

非
正
規
は
総
合
的
な
労
働
条
件
改
善
を

　

非
正
規
労
働
者
の
た
め
の
労
働
条
件
改
善

と
中
小
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
、
二
〇
一
二

闘
争
に
お
け
る
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年
設
置

し
た
「
非
正
規
共
闘
」
を
強
化
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
派
遣
労
働
者

な
ど
の
間
接
労
働
者
も
含
む
総
合
的
な
労
働

条
件
の
改
善
を
め
ざ
す
。
具
体
的
に
は
、
①

正
社
員
へ
の
転
換
ル
ー
ル
の
明
確
化
・
導
入
・

促
進
②
昇
給
ル
ー
ル
の
明
文
化
③
一
時
金
の

支
給
④
通
勤
費
・
駐
車
料
金
、
慶
弔
休
暇
に

く
わ
え
福
利
厚
生
全
般
に
関
す
る
取
り
組
み

⑤
正
社
員
と
同
様
の
時
間
外
割
増
率
の
適
用

―
―
を
重
点
項
目
に
掲
げ
、
正
社
員
と
の
格

差
是
正
を
求
め
て
い
く
。

　

時
間
給
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、「
誰
も

ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
一
二
春
闘

1

連
合
、
金
属
労
協
が
闘
争
方
針
を
決
定
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が
時
給
一
〇
〇
〇
円
」
を
め
ざ
す
か
、「
職
務

や
人
材
活
用
の
仕
組
み
が
正
社
員
と
同
じ
働

き
方
」
の
非
正
規
労
働
者
は
時
給
三
〇
円
プ

ラ
ス
格
差
改
善
分
一
％
を
、「
職
務
や
人
材
活

用
の
仕
組
み
が
正
社
員
と
異
な
る
働
き
方
」

の
非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
時
給
二
〇

円
プ
ラ
ス
一
％
を
目
安
に
要
求
す
る
。

　

な
お
、「
職
務
や
人
材
活
用
の
仕
組
み
が
正

社
員
と
同
じ
働
き
方
」
の
非
正
規
労
働
者
の

引
き
上
げ
額
の
時
給
三
〇
円
は
、
連
合
が
示

す
正
社
員
の
一
歳
・
一
年
間
差
の
五
〇
〇
〇

円
を
所
定
内
労
働
時
間
一
六
五
時
間
で
割
っ

て
算
出
し
て
い
る
。

中
堅
組
合
を
含
め
る
こ
と
で
闘
争
を

強
化

　

中
小
労
働
者
の
処
遇
改
善
で
は
、
中
小
共

闘
を
中
心
に
、
情
報
交
流
の
強
化
や
交
渉
ヤ

マ
場
の
統
一
ゾ
ー
ン
の
設
定
な
ど
に
取
り
組

む
。
中
小
三
〇
〇
人
未
満
の
組
合
だ
け
で
は

闘
争
参
加
人
員
の
母
数
が
少
な
く
、
運
動
の

広
が
り
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年

は
「
中
堅
組
合
」
も
含
め
て
共
闘
を
展
開
す

る
。「
中
堅
」
の
規
模
は
、
共
闘
連
絡
会
議

を
構
成
す
る
産
業
に
よ
り
異
な
る
が
、
業
種

に
よ
っ
て
は
一
〇
〇
〇
人
未
満
規
模
ま
で
含

ま
れ
る
見
込
み
。
地
域
で
の
情
報
推
進
と
相

場
波
及
効
果
を
高
め
る
目
的
で
、
県
単
位
の

「
地
方
共
闘
連
絡
会
議
（
仮
称
）」
を
設
置

す
る
な
ど
、
地
場
で
の
共
闘
の
取
り
組
み
も

推
進
す
る
。

政
策
・
制
度
要
求
の
取
り
組
み
も

　

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
と「
運
動
の
両
輪
」

と
位
置
づ
け
る
二
〇
一
二
年
度
の
政
策
・
制

度
要
求
に
つ
い
て
は
、「
新
成
長
戦
略
の
推
進

に
よ
る
雇
用
創
出
・
人
材
育
成
」「
安
心
社
会

を
支
え
る
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
の
実

現
」「
生
活
で
き
る
水
準
へ
最
低
賃
金
の
早
期

引
き
上
げ
」「
非
正
規
労
働
者
の
均
等
・
均
衡

処
遇
の
確
立
」「
民
主
的
な
公
務
員
制
度
改
革

と
労
働
基
本
権
の
確
立
」「
公
契
約
基
本
法
の

制
定
を
含
む
公
契
約
の
適
正
化
」
な
ど
の
政

策
課
題
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

金
属
労
協 

す
べ
て
が
賃
金
水
準
を

維
持
し
、
中
堅
・
中
小
が
改
善
要
求

　

一
方
、
金
属
労
協
は
、
二
〇
一
二
闘
争
で

の
交
渉
環
境
に
つ
い
て
、
震
災
に
よ
る
打
撃
、

超
円
高
や
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
へ
の
参
画
の
遅
れ

に
よ
る
国
内
空
洞
化
の
懸
念
、
最
近
の
タ
イ

で
の
洪
水
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、「
昨
年
以
上

に
厳
し
さ
を
募
る
状
況
に
あ
る
」（
西
原
議

長
）
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
配
分

と
格
差
是
正
を

　

こ
う
し
た
な
か
で
の
賃
金
に
関
す
る
具
体

的
な
方
針
は
、
ま
ず
、
賃
金
水
準
を
維
持
す

る
た
め
に
、
①
賃
金
制
度
に
基
づ
き
賃
金
構

造
維
持
分
を
確
保
す
る
②
賃
金
構
造
維
持
分

を
要
求
す
る
組
合
は
、
賃
金
構
造
維
持
分
を

明
確
に
把
握
し
、
そ
の
確
保
を
図
る
―
―
と

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
中
堅
・
中
小
企
業
を

念
頭
に
置
き
、「
基
幹
産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
適

正
な
成
果
配
分
、
産
業
間
・
産
業
内
の
賃
金

格
差
等
解
消
を
め
ざ
す
組
合
は
、
積
極
的
に

賃
金
改
善
に
取
り
組
む
」
と
の
方
針
も
あ
わ

せ
て
掲
げ
た
。

　

西
原
議
長
は
協
議
委
員
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
デ
フ
レ
の
進
行
を
く
い
止
め
、
景
気
の
下

支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
組
合
で

の
賃
金
構
造
維
持
分
確
保
に
よ
る
賃
金
水
準

維
持
を
至
上
命
題
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

大
震
災
で
あ
ら
た
め
て
明
確
に
な
っ
た
中

堅
・
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
金

属
も
の
づ
く
り
産
業
基
盤
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
へ
の
高
い
評
価
に
ふ
さ
わ
し

い
賃
金
水
準
の
確
立
を
め
ざ
す
。
特
に
産
業

間
・
産
業
内
の
格
差
是
正
、
賃
金
体
系
上
の

ゆ
が
み
の
是
正
、
さ
ら
に
は
、
賃
金
水
準
が

長
期
的
に
低
下
し
て
い
る
組
合
に
お
け
る
賃

金
水
準
の
復
元
・
是
正
を
重
視
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　

二
〇
一
一
闘
争
で
は
、
Ｊ
Ｃ
全
体
で
九
九

九
組
合
が
賃
金
是
正
・
改
善
に
取
り
組
み
、

三
三
三
組
合
が
具
体
的
な
改
善
措
置
を
獲
得

し
た
。
今
回
の
闘
争
で
は
、
前
回
の
実
績
を

上
回
る
獲
得
を
め
ざ
す
考
え
だ
。

一
時
金
は
五
カ
月
以
上
が
基
本

　

一
時
金
は
、
震
災
後
の
生
産
体
制
の
早
期

復
旧
な
ど
の
組
合
員
の
努
力
に
積
極
的
に
報

い
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
、「
要
求
の
基
本

は
、
基
準
内
の
年
間
五
カ
月
以
上
と
す
る
」

と
し
、
昨
年
と
同
様
に
「
最
低
獲
得
水
準
と

し
て
年
間
四
カ
月
分
以
上
の
確
保
」
を
掲
げ

た
。
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結
拡
大
の

取
り
組
み
で
は
、
現
状
で
協
定
締
結
組
合
が

全
体
の
四
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
企
業
連
・
単
組
で
協
定
を
締
結
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

厚
生
年
金
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始
年

齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に

は
六
五
歳
ま
で
無
年
金
状
態
に
な
る
、
い
わ

ゆ
る
「
二
〇
一
三
年
問
題
」
へ
の
対
応
と
し

て
の
六
〇
歳
以
降
の
就
労
確
保
の
取
り
組
み

で
は
、
今
回
の
闘
争
で
は
統
一
指
標
な
ど
は

示
さ
ず
、
各
産
別
の
取
り
組
み
を
尊
重
す
る

が
、
Ｊ
Ｃ
と
し
て
希
望
者
全
員
の
就
労
確
保

に
向
け
て
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
し

て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
一
五
〇
〇
円
の
賃
金
改
善

を
継
続

　

闘
争
方
針
に
関
す
る
討
論
で
は
、
五
産
別

す
べ
て
が
要
望
や
決
意
表
明
な
ど
の
発
言
を

行
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、「
昨
年
、（
賃
金
水
準
が

低
下
し
て
い
る
組
合
は
）
一
五
〇
〇
円
の
賃

金
改
善
を
五
年
間
取
り
組
み
続
け
る
と
確
認

し
た
が
、今
年
も
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
」

と
表
明
。「
交
渉
環
境
が
厳
し
い
特
に
一
〇

〇
人
未
満
規
模
の
組
合
で
は
、
取
り
組
み
を

継
続
し
て
こ
そ
底
上
げ
の
効
果
が
出
て
く

る
」
な
ど
と
発
言
し
た
。
電
機
連
合
は
、
Ｊ

Ｃ
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
「
取
り
巻
く
環
境

を
的
確
に
と
ら
え
た
も
の
」
と
評
価
し
、
一

時
金
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
業
績
に
見

合
っ
た
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
五
カ
月
中

心
で
取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　

二
年
サ
イ
ク
ル
で
賃
金
に
関
す
る
統
一
要

求
を
掲
げ
、
今
回
が
要
求
す
る
年
に
あ
た
る

基
幹
労
連
は
「
魅
力
あ
る
労
働
条
件
の
確
立

に
向
け
、
賃
金
改
善
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
も
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
み
た
い
」
と
表
明
。
自
動
車
総
連
は
、

交
渉
環
境
の
厳
し
さ
は
「
明
ら
か
に
前
年
を

上
回
る
」
と
し
た
う
え
で
、
産
業
内
格
差
の

是
正
に
取
り
組
む
組
合
を
支
え
ら
れ
る
よ
う

な
方
針
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

全
電
線
は
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
向
け
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
に
も
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
た
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｃ
の
集
中
回
答
日
に
つ
い
て
は
、

連
合
の
拡
大
戦
術
委
員
会
と
連
携
し
て
Ｊ
Ｃ

の
戦
術
委
員
会
で
決
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、

西
原
議
長
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
三
月
一

四
日
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

�

（
調
査
・
解
析
部
）


